
第１学年理科 学習指導案 

 

指導者 教諭 大槻峻史 
 
１ 単元名 「光のサイエンス・マジックショー」を開催しよう 
  教材名 身近な物理現象（光の反射・屈折、凸レンズの働き） 

 

２ 本単元の目標 

（１）光に関する事物・現象を日常生活や社会と関連づけながら、光の反射や屈折、凸レンズのはたら

きについての基本的な概念や原理・法則などを理解しているとともに、科学的に探究するために必

要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けること。 

（２）光について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、光の反射や屈折、凸レンズ

のはたらきの規則性や関係性を見いだして表現すること。 

（３）光に関する事物・現象に進んでかかわり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探

究しようする態度を養うこと。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

光に関する事物・現象を日常生活

や社会と関連付けながら、光の反

射や屈折、凸レンズの働きについ

ての元本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに、科学

的に探究するために必要な観察、

実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身に付

けている。 

自分たちの生活に身近な存在

である光について、問題を見

いだし見通しをもって観察、

実験などを行い、光の反射や

屈折、凸レンズのはたらきの

規則性や関係性を見いだして

表現しているなど、科学的に

探究している。 

光に関する事物・現象に進んで

かかわり、見通しをもったり振

り返ったりするなど、科学的に

探究しようとしている。 

 

４ 単元について 

（１）教材観   

本単元は、学習指導要領の第１分野（１)｢身近な物理現象」の (ア)光と音 ア光の反射・屈折

『光の反射や屈折の実験を行い、光が水やガラスなどの物質の境界面で反射、屈折するときの規則

性を見いだして理解すること。』、イ「凸レンズの働き」『凸レンズの働きについての実験を行い、

物体の位置と像のでき方との関係を見いだして理解すること。』をねらいとしている。小学校では、

第３学年「光と音の性質」の「光の反射・集光」の学習において、日光は集めたり反射させたりで

きることを学び、「光の当て方と明るさや暖かさ」の学習において物に日光を当てると、物の明る

さや暖かさが変わることを学習してきている。（図１）光は、

生徒の生活にとって身近に存在するものであり、日常的に鏡を

使っていたり、水面に光が乱反射したりする様子を生活経験と

して把握しているため、生徒の日常生活とも関連の高い学習内

容である。また、凸レンズについてもルーペを用いて物を拡大

して見ることも経験している。その一方で、その原理や仕組み

については十分に把握しているとは言い難いので、日常生活と

関連付けながら学習を進められるように支援していきたい。 

 

（２）生徒観 

本学級の生徒は、理科の学習に対して意欲的であり実験や観察に積極的に取り組む姿が見られ

る。その一方で、科学的事象が起きた理由や原理について、実験結果をもとに考察したり、結論を

導き出したりすることに対して苦手意識をもっている生徒も多い。また、単元導入時の事前調査で

は、光の性質についての知識が不足している生徒が多かった。このことから、｢光」に関する身近な

図１ エネルギー領域の系統性 



事物・現象をもとに、物質にあたり反射することによってものが見えることや、屈折のはたらきな

どを十分に確認する必要がある。更に、理科で学習する内容に対して受け身の姿勢で学習を進めた

り、目的意識をもたずに授業に臨んだりする生徒の姿がみられる。授業中の様子としては、生活経

験や既習事項を基に仮説を立てられていないことで実験の目的を理解できず、単なる作業として実

験を行っている生徒の姿も見られたので、学習に対して目的意識や見通しをもって主体的に学習を

進められるような工夫が大切であると考える。 

 

（３）指導観 

科学的に探究する力を育むためには、生徒が自ら課題を把握し、根拠を明確にした仮説を立てた

り、見通しをもって観察、実験をしたりできるようにする指導の工夫が必要である。これまでの指

導を振り返ると、生徒が自ら仮説を立て、見通しをもちながら探究する手立ては不十分であった。

今後は、既習事項や生活経験を基に根拠を明確にした仮説を設定する指導の充実が必要であると考

える。 

そこで、本研究では、中学校第１学年「光の性質」において、科学的に探究する力を育むために

二つの学習活動の工夫を取り入れる。一つ目は、課題を把握し、見通しをもたせる場の設定の工夫

である。単元導入時に、｢光の性質」に関連する知的好奇心を高める教材（以下、「光のサイエンス

グッズ」という｡)を提示し、自然の事物・現象に意図的に触れさせる場を設ける。さらに、「光のサ

イエンスグッズ」に触れたことで生じた疑問や発見をイメー

ジマップ形式で記入できるワークシート（以下、｢発見シート」

という｡)を活用することで、自然の事物・現象との関わりから

課題を把握できるようにする｡それぞれの生徒が作成したイ

メーマップは、デジタルホワイトボード Miroを用いてクラス

全体のイメージマップを作成する。（図２）｢光のサイエンスグ

ッズ」は、授業の導入でも提示し、一単位時間の見通しをもた

せるためにも活用する。 

二つ目は、生徒が主体性をもって学習に取り組むための学習の場の工夫である。本単元で学習し

た、｢光の性質」を表現する場として、小学生を中学校の理科室に招待し、｢光の性質」で身に付け

た知識や技能を活用したマジックショー（以下、｢光のサイエンス・マジックショー」という｡)を開

催する。単元を貫く学習課題として、『「光のサイエンス・マジックショー」を開催しよう』という

課題を設定し、このことを生徒に伝えることで「光の性質」を学ぶ目的が明確になり、最終時での

実演に向けて、単元全体の見通しをもって学習に取り組むことができると考える。 

また、主体的に学習に取り組む態度を養うためには、『「指導と評価の一体化」のための学習評価

に関する参考資料 中学校理科』より「① 知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等

を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を行おうとしている側面 ② ①の粘り強い取組を

行う中で、自らの学習を調整しようとする側面」と記されており、多面的に評価をすることが重要

である。そこで、自らの学習を調整しようとしたりする学習活動を通して、課題を解決できるよう

な授業展開を行う。仮説を設定する場面では、既習事項や生活

経験を基にして、段階的に 仮説を設定できるワークシート

(以下、「仮説設定シート」という。)を用いて根拠を明確にし

た仮説を設定できるようにする。（図３） 

ICT の活用としては、学習支援アプリ Classi NOTE で作成

したデジタルワークシートや、Google スプレッドシートを用

いた実験結果記録シートなどを活用し、自分と他者の考えを

相互比較する場を設けたり、ポートフォリオとして自分の学

びの足跡を蓄積したりしていく。これらの手立てを通して生

徒の科学的に探究する力を高めていきたい。 

  

図３ 仮説設定シート 

図２  Miro で作成したイメージマップ  



５ 単元の指導計画 光による現象 （16時間扱い）  ○…指導に生かす評価場面 ◎…記録に残す評価場面 

次 時 学習内容・活動 知 思 態 評価及び評価方法等 

導入 光による現象（自然の事物・現象に意図的に触れさせる場の設定） (２時間) 

導

入 

1 

2 

・「光の性質」に関連する知的好奇心を高める

教材（以下、「光のサイエンスグッズ」とい

う。）を提示し、自然の事物・現象に意図的

に触れさせる場を設ける。 

単元を貫く学習課題 

「光のサイエンス・マジックショー」を開催しよう 

・日常生活に密接に関係する光の事物・現象に

ついてイメージマップを作成したり、話し合

ったりする活動を通して、光の学習に対する

学習意欲を高める。 

 

〇 

 

思：光に関する現象について、既習事

項や日常における経験から、問題

を見いだしている。できていない

生徒には気付きを挙げるように助

言する。【観察・イメージマップ】 

 
「光のサイエンスグッズの例」 

鏡、台形、ガラス、虫メガネ、ＣＤ、コイン

の消える貯金箱、万華鏡、立体万華鏡、光フ

ァイバー、サラダ油に入れると消えるビーカ

ー、水に入れると曲がる鉛筆、ピンホールカ

メラ、分光シート、プリズムなど 
 

１章 光の進み方（光の直進・反射） (２時間) 

１ 1 

・光の直進について確認する。 

【学習課題】光を鏡に当てたとき、入射角と

反射角にはどのような関係があるだろうか。 

【実験１】光が鏡ではね返るときの進み方 

◯ 

  

知：光源装置や鏡、分度器を使って、

入射角を変えたときの反射角を測

定する技能を身に付けているか確

認し、グループで協働で技能を習

得できるよう促す。 

 【発言、仮説設定シート①】 

2 学習のまとめ 

光が鏡で反射するとき、光の反射の法則が成

り立つ。物体に当たった光が乱反射し、反射

光が目に届くと、物体を見ることができる。 
 

◎   知：実験１の結果をもとに、入射角と

反射角の関係や規則性を理解して

いる。 

【発言、ワークシート】 

２章 光が通りぬけるときのようす（光の屈折・光の色） (４時間) 

２ 1 
 

【学習課題】空気とガラスの間で、光はど

のように進むのだろうか。 

・コインで反射した光が目に届くまでの道すじ

を記入して考えさせる。また、水を注いだガ

ラスコップの下に置いたコインで反射した光

が目に届くまでの道すじを予想させる。 

   

 

 

◯ 

・水を注ぐとコインが見えたり、見え

なくなったりする現象を示すなど

して、学習意欲を喚起する。 

態：水によってコインの見え方が変

わる現象について、光の進み方と

見え方について調べようとしてい

るか確認し、できていない生徒に

は気付きを得るように促す。       

【発言、ワークシート】 

2 
【実験２】 空気とガラスの間での光の進み方 

・実験結果の考察 台形ガラスを用いた実験２

の結果からどのようなことがわかるか考えさ

せる。 

 ◯  思：屈折の実験の結果を表などにま

とめ、入射角と屈折角の規則性を

見いだして表現している。共有す

るためにグループ協議を促す。 

【発言・仮説設定シート②】 

3 ・実験２の結果を確認し、入射角と屈折角を定

義し、空気中から水中などに進むときの入射

角と屈折角の関係について説明する。また、

光がガラス中などから空気中に進むときの

光の屈折のしかた、および全反射について説

明する。 

学習のまとめ 

光が空気中からガラスなどへ進むときは入

射角＞屈折角となるように屈折する。ガラ

スなどから空気中へ進むときは入射角＜屈

折角となるように屈折し、入射角が大きく

なると、全反射が起こる。 
 

 

 

 

 

 

 

◎ 

   

 

 

 

 

 

知：光がガラス中などから空気中へ

進むときの規則性を理解してい

る。  【発言、ワークシート】 

 

 

 

4 ・分光シートを全員に配り、蛍光灯の光や太陽

光を、どのように分けることができるか確認

 

 
  

 



する、その後、スプレーボトルに水を入れた

ものを校庭で噴射することで虹をつくり、屈

折について理解を深める。 

◎ 知：プリズムによって光を分けるこ

とができることを理解している。 

【発言】 

 

３章 レンズのはたらき（凸レンズ） (３時間) 

３ 1 ・凸レンズで指先を見たり、遠くを見ると風景

が逆さまに見えたりすること、 外の風景を

スクリーンに映したりできることを確認し、

凸レンズのはたらきにに興味をもたせる。 

 

【学習課題】凸レンズと焦点の距離によっ

て、像の大きさはどのように変化するだろ

うか。 

・凸レンズを通った光の道すじを考えさせる。

焦点と焦点距離を説明する。 

   

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

態：凸レンズを使ったときのものの

見え方について調べ、問題を見い

だそうとしている。見いだすこと

ができていない生徒には気付きを

挙げるよう助言する。 

   【観察・仮説設定シート③】 

2 
実験３ 凸レンズによってできる像 

・凸レンズによって、どの位置にどのような像

ができるのか、光の道すじを記入して考えさ

せる。 

 ◎  思：凸レンズによってできる像を調

べる実験を行い、物体と凸レンズ

の距離と、像の位置や大きさ、向き

の関係を見いだして表現してい

る。   【発言、ワークシート】 

3 ・実験３の結果を確認し、物体と凸レンズの距

離による像のでき方を説明する。 

・作図方法について理解する。 

学習のまとめ 

物体が凸レンズの焦点より外側にあると上

下・左右逆向きの実像を結び、内側にあると

凸レンズごしに同じ向きの虚像が見える。 
 

◯   知：凸レンズにおける物体の位置と、

ぞうの位置や大きさとの関係につ

いて理解しているか確認し、でき

ていない生徒には協働的な学びを

促す。  【発言、ワークシート】 

４章 小学生に向けた「光のサイエンス・マジックショー」の開催 (４時間) 

 1 ・これまで学んだ知識を生かし、｢光のサイエン

スグッズ」を参考にしながら「光のサイエン

ス・マジックショー」の構想を練る。 

 ◎  思：今まで学習してきた内容を、マジ

ックの構想図に表現している。 

 【発言、ワークシート】 

2 

・前時の構想をもとに、「光のサイエンス・マジ

ックショー」に向けて、 準備を進める。 

◎   知：光の性質に関する知識を基に、も

のづくりを行い、その仕組みを理

解している。 

 【発言、ワークシート】 

４ 

 

3 

・自分たちの考えた「光のサイエンス・マジッ

ク」の原理を正しく理解し、友達にわかりや

すく表現する。他のグループに発表し、相互

評価を行う。 

 〇  思：自分たちの考えたマジックを発

表し合い、アドバイスを相互評価

カードに表現しているか確認し、

できていない場合には、相手のよ

さを見付けて記述を促す。 

【相互評価カード】 

 4 

 
本

時 

【本時】 

「光の性質」を活用して、｢光のサイエンス・マ

ジックショー」を開催しその原理や仕組みを小

学生に対してわかりやすく表現する。 

 ◎  思：「光の性質」を活用した「光のサ

イエンス・マジックショー」を開催

し、その原理や仕組みを小学生に

対して表現している。 

【発表・観察】 

５章 これまでの学習と「光のサイエンス・マジックショー」の振り返り (１時間) 

1 1 

・これまでの光の性質に関する振り返りをポー

トフォリオにまとめる。 

  ◎ 態：これまでの学習内容や、小学生か

らの感想シートを参考にしながら、

今後の学習につなげようとしてい

る。【ポートフォリオ・振り返りシート】 



６ 本時案（第４章 第４時） 

 日時 ：令和５年 11月 14日（＊）２校時 9:50〜10:40 

 場所 ：＊＊＊中学校 視聴覚室 

 参加者：発表者 ＊＊中学校 第１学年生徒（40人）、参加者 ＊＊＊小学校第３学年児童（約 40人） 

 （１）本時の目標 「光の性質」を活用した「光のサイエンス・マジックショー」を開催し、その原

理や仕組みを小学生に対して表現している。［思考・判断・表現］ 

（２）準備物 

ワークシート、グループごとに用意した光のサイエンスグッズ、暗幕、Chromebook、充電器、 

Classi NOTE、Kafoot!、プレゼンテーションソフト(Google SLIDE、Canva for Education等) 

（３）展開 

時

間 
学習内容・活動 知 思 態 評価及び評価方法等 

2 

１ 本時の課題を確認する。 

 
 

単元を貫く学習課題 

「光のサイエンス・マジックショー」

を開催しよう 

   

・これまで学習してきたことを想起させ、

本時の活動への意欲を高める。 

・中学生と小学生、各 10グループが、自分

の班のところに着席する。 

3 
２ 代表者挨拶後、本時の活動の流れを

確認する。 
   

・生徒の興味・関心に合わせてグループ分

けをし、発表内容を考えておく。 

5 
３ 学習アプリを用いて、光の性質に関

するクイズに取り組む。 
   

・Kafoot!を用いて、本時の活動への見通し

をもたせる。 

5 

４ 小学生のグループに対して発表を行

う。 

視聴覚室の配置 

ステージ 

大型ター 

 
10班の児童は１班の場所へ移動する。 

 

入口 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

・マジックを披露して終わりにするのでは

なく、Google SLIDEなどを用いてその仕

組みや原理をわかりやすく説明する。 
 光の性質を活用した 

サイエンス・マジックの例 
活用する 

光の性質 

1 ガラスで曲がる鉛筆 

屈折で消える 10 円玉 
光の屈折 

2 光を集めるレンズ・焦点距離 凸レンズ 

3 ガラスビーズを用いた虹 光の色 

4 光ファイバーによる全反射 

消えるビーカーや消臭ビーズ 

全反射 

光の屈折 

5 光の三原色、いろいろな光 光の色 

6 分光シート・プリズム 光の色 

7 偏光板のはたらき 光の屈折 

8 コインの消える貯金箱 

左右が反転しない鏡 
光の反射 

9 万華鏡・立体万華鏡 光の反射 

10 スクリーン、ピンホールカメラ 凸レンズ 

思：「光の性質」を活用した「光のサイエン

ス・マジックショー」を開催し、その原理

や仕組みを小学生に対して表現してい

る。         【発表・観察】 

5 

５ 次のグループに対して発表を行う。 

   

・５分経ったら、次のグループのブースへ

移動する。その際、１班→２班、２班→３ 

班とずれていく。 

20 
６ 小学生が興味のあるブースのところ

に移動し、中学生が適宜発表を行う。 
   

・ブースが混み合っている場合は、空いて

いるブースへ移動する。 

5 
７ 元の席に戻り、小学生と中学生が、そ

れぞれ感想を発表する。 
   

・今回の活動を通して学んだことや初めて

知ったことを発表する。 

5 

８ 代表者が挨拶をして解散する。 
・中学生は教室へ移動し、次の授業を受ける。 

・小学生は美術室で作品見学とアンケートの実施。 
   

・次回の授業で、これまでの学習と今回の

活動についてふりかえる場を設けること

を伝える。 



公開授業 (２棟４階 視聴覚室) 座席表 

ステージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10 班の児童は、1 班へ移動する。 

                         

入り口 

 

 

 

   

 

   

 

   

 

   

 

   

 

   

 

   

 
   

 

   

 

   

 

スクリーン 

3班 2班 1班 

4班 5班 6班 

9班 8班 

7班 

１０班 

モニター 

PC 

PC 



資料１ 授業で使用した仮説設定シート 

 

 

 

 

 

 



資料２ 生徒の作成した発見シート（イメージマップ） 

 

 

 

 

クラス全体で共同編集し、Miroで作成したイメージマップ 

 

 

  



資料３ Classi NOTEで作成した｢探究振り返りシート｣の記録 

  

クラス全員の文章から生成したワードクラウド 

学習前（10月 17日の文章をもとに生成） 学習後（11月 6 日の文章をもとに生成） 

  

 

  

  



資料４ 生徒が説明用に作成したプレゼンテーションスライド（Google Slide） 

 

  



資料５ 生徒が作成した実験ポスター（Canva for Educationを使用） 

 

  

  

   

   

  



資料６ 授業の実際① 自然の事物・現象との意図的な出会い 

 

 

 

 

 

  



資料７ 授業の実際② 光の性質に関する学習授業の実際  

 

 

 

資料８ 授業の実際③学んだことをマジックとして表現する 

 

 


